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౶の㵘⧟でಒ、 ഊ೅೶ ・ ഐーク ・ ೱഊンスに対する職場の取組にಇいて
確㗡しಡすద ഊ೅೶ ・ ഐーク ・ ೱഊンスとಒ、 రᄦ人が仕事࿂の㛮ၣを
果たすととಥに、 ᢩᩴや地域⢐活など、 ⢐活ሥゲのሊ実をᗝる౶とがで
きる状ᱚఱですద ⭡⬶ೖー೴スಒ対人Ḛጌೖー೴スがᙾ‱であるため、
ᆯ౲職員がᭈ㠁とಥに健康である౶とがとてಥ㨁㔵ですద ಡた、 ᰼情ጔ
ᆯやὅᨫ⦕なリスクを᰼じながಬの⇁務にಫるス೩レスなどにಥ対応して
い౮なけれಓなಬ౽、 ჊౫ಓき಄ಶと休暇が取れるといったᆯきやすい
職場である౶とがᭊ㔵ですద
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ၵῄᏳᬫ、 㝘㤇ጾጴ⹺⒥等に
ᐢけたᏳⷔを実施している11.

 本項目の意図
①ၵῄᏳᬫのჰ㣱
㢦年はどの業⢲でも人材࿁㝦が深ኾです

が、福祉業⢲は職員㦥⻯の関係からၱみがᨍ

†㣛りにはᏯりにくい✛⏍が⢌まれやすい面

があります。ၱ῀のᏯᬧについては、職員が

ᨍ†する日にၱめるようにするための対Ⲉ

と、Ꮿᬧするၱ῀日数をᛖやすための対Ⲉが

あります。

ወ者については、ᐙᆶᐙᜎで㙺り合って྾

手に㘂整している職場もありますが、容ὢ

にဤၐᐆ⿧な体制を作るには、ᐔ職員が様々

な担当をこなすことができるス೎ルを㟽に

付けている必要があります。普段から職員の

担当業務をᗝ定し㤃౱ないようにして᎖力

して၃事をするように職場を運営すること

も大切です。

後者については、採用活動を᫛化し、職員

数をᛖやすという対Ⲉがまずᶋげられます

が、ᐙ時に、၃事の効率化を図って、ጐ働時

㯎の⹶⒡を目指すことも大切です。業務の

効率化は、自分しかできない၃事を၃分けた

り、より効率的に၃事をするための業務改善

であったり、ㄫ情やトラ೷ルの発⢌を⒡らし

たり、ロ೽ットやセンサーを活用するなどの

対Ⲉが必要になります。

ただし、業務効率化の対ⲈにᏯり組もうと

しても、職員には「ြも一⢌᳈命に၃事をし

ている」「これ以྾㵞᫙れと言われても㡼い」

といった思いが⢌じることもあるかもしれま

せん。そこで、ၱ῀Ꮿᬧのწ㣭を先に行い、

職場のⲷ理者は職員に対して「㰭られた時㯎

の࿘で、できるだけのことをしましょう」と

㖚えることで、職員から知ᮼが出てくること

もあります。また、ㄫ情対応やトラ೷ル対応

に一定の時㯎や手㯎をかけるのも㗫実な၃事

の在り方ですが、そもそもの問㶅発⢌を⒡ら

すᏯ組も、効率化に繋がることがあります。

②㝘㤇ጾጴの⹺⒥
これまで、福祉業⢲は様々な創意᧴᜼によ

り、福祉の㜜を高めてきました。そして、福

祉がより安ሡに、よりⓢ㝦度を高く、より多

くの人に行われるためにた಩まಏጉ力を⸋け

ています。そこでは、記録や情報共有がとて

も重要なプロセスになるので、その作業にも

それなりの時㯎を要します。しかし、現場の

職員は、できるだけ利用者への⧟ᷥ的なệḖ

やコഀュニケーシഈンに時㯎をかけたいと考

えると、記録に係る業務が㝔㤃ጺ務になるこ

ともあります。㝔㤃ጺ務がᱣᮊ化すると、職

ၵῄがᏳりにくく、 常に⌔業が多い職場では、 職員はᭈ身ともに⣿᪸しやすくなります。 人はၵಣこ
とで、 ⍩力や体力のᗍᬷを図っています。 しっかりとၵ養がᏳれれಓ、 よりዌ向きに仕事にᏳりⷔめ
るということもあるでしಪう。 ၵῄᏳ得の促進や㝘㤇ጾ務⹺⒥に向けたᏳⷔについて、 まずは職場と
してできることを考えてಢます。
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● 図表䈻 ：ၵῄᏳᬫ ജ㝘㤇ጾጴ⹺⒥ಎ㯜すಮᏳⷔ （例）
Ᏻⷔ ሻ᢬例

年⋌有ⷮၵῄの計画付࿆ ጔჀ᎚定を⹈ⷞして、 5 日を⌔して計画的に付࿆する。
例　ዌ期 4 月䊈 � 月　3 日間　ᬣ期 10 月䊈⼮ 3 月　3 日間

年⋌有ⷮၵῄの時間᎜位の付࿆ ጔჀ᎚定を⹈ⷞして、 5 日以内で職員のᨑ․する時ᡦに付࿆する。
年⋌有ⷮၵῄの␠用促進 リフレッ೘ュၵῄ、 ೱースデイၵῄ、 ᢩἷ㖋念日ၵῄ、 ファミリーサ೾ートၵῄなど

のイ೺ントᮎのある┼出で有ⷮၵῄのᏳ得を促進する。
特別ၵῄのἠ設 自᧿ᓩ発ၵῄ、 ೽ランテೄアၵῄ、 受験ၵῄ （年⋌有ⷮၵῄとは別）。

有ⷮၵῄᏳ得日Ỷⲻ理 定期的にⲻ理職が参加する会議でᏳ得✟⏑を検㖤して、 Ᏻ得促進をፁめる。

㝘㤇ጾ務時間Ỷのⲻ理 定期的にⲻ理職が参加する会議で㝘㤇ጾ務時間をᴲḏして、 㝘㤇ጾ務時間のዉ
⒥や業務の見⧣しを検討する。

೯ー⌔業デイ 毎㣰⍵Ὼ日は೯ー⌔業デイなど。
業務の効率化 ␈▽や᷐㰿などの補ጌ業務を⩷時間パート職員の分担にする。

タ೷レットなどを␠用して㖋㫹や申し送りの時間を⩷⹺する。
⩷時間⋴職員ኽ度 ⾼ሕ ・ 介護などと仕事を両立したい職員や特定の日時だけᆯきたい職員が、 ጾ務

時間やጾ務日Ỷを⩷くしても␠㟯できるኽ度がある。
ၵῄ時間分ዦ ၵᲛ時間は⫝̸実に業務から㲜れられるように分ዦできる。

ጾ務時間⺩り下౵、 ⺩り上౵ 職員のᨑ․によりጾ務時間の⺩り下౵、 ⺩り上౵ができる。

ጾ務時間࿜の࿜ᵁけ 職員のᨑ․によりጾ務時間࿜に࿜ᵁけができる。

ライフ ・ ワーク ・ ೱランス研修 ⲻ理職を対㚼としたጔ務ⲻ理研修、 ライフ ・ ワーク ・ ೱランス研修受講

・ 法人 ・ 事業所は、 現場の✟⏑をᴲḏして、 実施ᐊ⿫な対Ⲍを立てることがᭊ要です。 指導職 ・
ⲻ理職をはじめとした職員全体の意識ồ㳲もᭊ要になることが多いため、 ᑘ知にも力を入れまし
ಪう。 こうして、 職場のጔ務ⲻ理のレ೺ルをᬦ々に引き上౵ていくことが大切です。

解 説

員が⣻᪴しがちです。そこで決められた時㯎

の࿘でいかに良い福祉サービスを提供するか

という発想を職場に根付かせるように法人・

事業所が⢻意することも大切です。ノー残業

೨ーの実施なども、実施する際には྾記のよ

うな意識を伝える機会にします。㝔㤃ጺ務⹶

⒡のᏯ組例を図表1に示しました。

㝔㤃ጺ務の⹶⒡により⢌まれたႠ㓆で、よ

り効果的なệḖを目指すということを目標

とすると、職員としても㵞᫙り⢝ἅがでてく

るのではないでしょうか。ここでも、優先順

႔を考えて၃事にメリハリを付けたり、効率

化を図ることが重要になってきます。

③ጔ働ᾌ㯒の㤞⋴፥にᐢけた法人 ・ 事業所
のᏳⷔは、 㓧ᐙ的に実施
ጐ働時㯎は職員の心㟽に大きくᬇ響し、㲘

職理⢜にもなりᬧるものです。プライベート

の時㯎を確ᄂしてしっかりၱ㷚したり、ሆ実

した時㯎が㤃ごせたりすると、それがまた、

良い၃事に繋がっていきます。ၱ῀Ꮿᬧ、㝔

㤃ጺ務⹶⒡への対Ⲉで共㣛することですが、

単にწ㣭するだけではなく、業務の効率化や

見⧟しといった⢌⢐ᮊのᐞ྾についての㙸

㘕をႲせて行うことで、より実践的なᏯ組に

なっていきます。

なお、「TOKYO働きやすい福祉の職場宣言」

においては、ၱ῀Ꮿᬧწ㣭と㝔㤃ጺ務⹶⒡の

࿏方のᏯ組が必要です。

④ഊ೅フ ・ ഐー೐ ・ ೱഊഔ೚のᏳⷔはⷚ営者
の意ᮆ⎡ᢓから

法人・事業所としては、ライフ・ワーク・

バランスへの対Ⲉの重要ᮊを㗝識しつつ、コ
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 実践例

ストが掛かることへの࿁安や、ၱ῀をᛖやし

て業務をこれまで㣛り⸙持できるだರうかと

いった࿁安があるかもしれません。しかし、

「ライフ・ワーク・バランス」は、働きやすい

職場づくりの一環であるため、「コスト」では

なく「先行ᴷ資」と考えてみます。職員が⢌き

⢌きと働くことを㣛して、よりⓢ㝦度の高い

ệḖを目指すᏯ組と考えるのです。そのよ

うな大きな方ᐞ付けは、経営者の意思決定

からឦまります。法人・事業所にとって「ラ

イフ・ワーク・バランス」がどのような意⼖

があるのかを明らかにして、方針をᴍち出

すことがとても重要です。

そして、実現するにあたっては、職員の᧴

᜼が࿁ᐆ⋇です。経営者は大きな方ᐞᮊを言

葉にして発し、၃事の効率化などの᧴᜼を職

員に求めて᎖力してもらうことが大切です。

そのために、例えば、職員アンケートをᏯる

ことも有効です。職員が職場の働きやすさに

ついてどのように感じているかを知ることが

できる良い機会となります。

࣍ 「働き方ồ㳲」にともなうᩏ � ὅのᩏ⋌‘
ⷮၵῄの確実なᏳᬫについて
働き方改㳮とは、働く方々が、個々の事情

に応じた多様で₥㠜な働き方を、自分で「㤥

ᴾ」できるようにするための改㳮です。働く

方の⻯かれた個々の事情に応じ、多様な働き

方を㤥ᴾできる⬨会を実現することで、成長

と分㦥の᝺᬴環を⇺Ⳑし、働く人一人ಕとり

がより良いᣣ⁖のᤝ†を持てるようにするこ

とを目指しています。

その一環として、ጐ働ᙺ準法が改⋰され平

成31年�月からሡてのၥ業において、年10

日以྾の年次有ⷪၱ῀が付࿂されるጐ働者

（ⲷ理⧒⨤者をᐮむ）に対して、年次有ⷪၱ῀

の日数のうち年�日については、使用者が時

ᡢを指定してᏯᬧさせることが⼖務付けられ

ました。使用者は、ጐ働者ごとに、年次有ⷪ

ၱ῀を付࿂した日（ᙺ準日）から䈷年以内に

䈻日について、Ꮿᬧ時ᡢを指定して年次有ⷪ

ၱ῀をᏯᬧさせなければなりません。㗉ⷁに

ついては、Ꮓ⢌ጐ働⧧発行のパンフレットな

どを参♪してください。

なお、使用者は、ጐ働者ごとに年次有ⷪၱ

῀ⲷ理簿を作成し、3年㯎ᄂᡛしなければな

りません。また、ၱ῀に関する事項はᤄ業

㔺ዃのⷴ対的必要記載事項（ጐ働ᙺ準法第��

⁒）ですので、使用者による年次有ⷪၱ῀の

時ᡢ指定を実施する場合は、時ᡢ指定の対㚸

となるጐ働者のⳋᗘおよび時ᡢ指定の方法な

どについて、ᤄ業㔺ዃに記載しなければなら

ないのでご⏪意ください。

①㗾㶉ಛのᏳⷔ方౭よびᑘ⩱について
ጐ務ⲷ理は、ᐔ職場の特ᮊやリーೡーの考

え方で᧺が⢌じてしまうことがあります。部

㮾ኬに集計して、その᧺を明らかにした྾で、

リーೡー㯎で೨ೄスೌッシഈンを行い、㗺㶅

を明らかにすることが必要です。

また、㝔㤃ጺ務が一定の時㯎を㝔えた職員

には面談を実施することなどを検討します。

残業は事ወ申ᑇで྾長がᐆᐩを判断するのが

ᙺ本です。特に業務がないのに施設内に残っ

ているだけの職員にはጺ務時㯎と㗝めていな

いことを明確に㗝識してもらいます。
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● 図表2 ： 職ᒨಎ㦩ᨍすಮᑘ⩱ἃ  （例）
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・ 法人 ・ 事業所全体のᏳⷔであることを明⫝̸にした内᢬です。
・ రᅪ全なጔᆯ⡏ᛌఱ など、 職員のメリットをᴑち出しています。
・ 全員に配布することで、 職員は自分に対するᏳⷔと感じることができます。

解 説

 

	

社会福祉法人○○会	

総務課	

○○年度労働時間縮減への取り組みについて	

	 日頃より、利用者、入居者サービスの提供にあたり、日々懸命にお取り組みをいただき

ありがとうございます。過日の経営会議にて、下記の通り、労働時間縮減のための取り組

みおよびその推進方法が協議、決定されましたので、通知いたします。	

	

記	

１．リフレッシュ休暇	 目	 的	 	職員の勤続３年ごとに連続休暇の取得を促進すること

により、心身ともにリフレッシュを目指す。	

	 内	 容	 土日を含んで連続５日間の休暇の取得を促進する。た

だし、休暇は本人のもつ有給休暇とする。	

	 対象者	 入職日を含む年度から３年度ごとにあたる職員	

＜○○年度が対象となる者＞	

○○年度、○○年度、○○年度、○○年度、○○年度に

入職した職員	

	 手続き	 ①上司にリフレッシュ休暇取得申請書を提出	

②上司は業務に支障がない場合、勤務表にて休暇を調

整し、休暇予定日を申請書に記入して、総務課に提出	

③勤務表により、休暇の取得	

２．ノー残業デイ	 目	 的	 職員の残業時間を縮減することにより、健全な労働環

境を整備する。	

	 内	 容	 毎月第４金曜日はシフト勤務の場合はシフト時間通り

に、そうでない場合は就業時間どおりに終業し、退勤す

る。	

部門長は残業が発生しないよう、職員に働きかけると

ともに、残業が発生する場合においては、その理由と時

間、対象者を総務課へ報告をすること。	

※上記内容についてのお問合せは総務課（○○○－○○○－△△△△）課長○○まで。	

	 	
以上	

	

	

	

目標 月間⌔業時間を 10 時間以内にする。

ス೒ジュール 4 月　目的の共有化、 部⻶౷との⌔業時間集計 （月別、 部㯂別、 ᄦ人別）
5 月　㝘㤇部⻶のೳアリング、 Ᏻⷔ事項の検討、 Ᏻⷔ事項の⎡定 （議事㫹）
� 月　職員へのᑘ知 （ᑘ知文書）、 Ᏻⷔ事項の実施
� 月　㖶პ ・ 検㖤 （議事㫹）

なお、ᑔ知文書は、タイムೌードወ、掲示

⁨など皆の目に㕦れやすい場所に掲示するよ

うにしましょう。フೂイリングしてあるだけ

②職員のഊ೅フ ・ ഐー೐ ・ ೱഊഔ೚にᐢけた
Ᏻⷔ例
Ꮿ組の実効ᮊを高めるには、⨏実に㣭めて

いくことが大切です。まず、現✛を集計やೳ

アリングで明確にし、分⁳と対Ⲉの立⃱を行

います。そして、職員へのᑔ知のタイഀング、

どのような説明資料を作るかなども検討し、

確実にᏯ組を実行します。Ꮿ組後は、結果を

評価・検㖠し、次年度はより良いᏯ組ができ

るように検討しましょう。

● 図表� ： Ᏻⷔ⧟∱ಋ೚೒ジュールの㖚ᢓ （例）

ではᑔ知してあるとは言えません。ሡ職員に

ᑔ知が行きᤕくように㦥ᱫします。
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၇事と⾼ሕ ・ ၁㚁౯࿓Ⱛಊきる
Ᏻⷔを実施している12.

 本項目の意図
①⾼ሕや၁㚁と၇事の࿓ⰫịḚⲌはಊきる

ಃけᜲく用意するの౯․ましい
⾸ሑや介護と၃事の࿏立ệḖについては、

⾸ሑ・介護ၱ業法に定められています。法改

⋰がよくされるので、法人・事務所の⾸ሑ・

介護ၱ業㔺⮫が、法改⋰に対応しているかを

定期的に確㗝する必要があります。

また、ただ⾸ሑ・介護ၱ業㔺⮫があるだけ

ではᎆ分ではありません。職員が安心して⾸

ሑ・介護をしながら働き⸋けられるようなᏯ

組を検討して実践をします。

なお、⾸ሑや介護と၃事の࿏立ệḖは、で

きるだけ様々なᏯ組を行い、職員にとって必

要なệḖが受けられるという✛⏍が†ましい

と言えます。

②職員౯ịḚⲌを㤖ᱯなく活用ಊきるように
㦩ᱯ
⾸ሑや介護と၃事の࿏立ệḖは、その当事

者だけに伝えれば良いのではなく、ሡ職員に

伝えることが必要です。せっかくệḖⲈが用

意されていても、そのことをᑔᗘの職員が

知らないと、ၱみにくさを感じてệḖⲈを活

用しないケースがあるからです。そのため、

ᑔᗘの職員にはこの࿏立の大ᜠさへの理解

をწし、၃事が⸋けられるように᎖力する文

化を作っていきます。一方で当㗈職員とも、

၃事との࿏立についてよく話し合い、できる

ⳋᗘで職場への㛣❝を高めてもらうことも

大切です。

③၇事と၁㚁の࿓Ⱛ
法定の⾸ሑၱ業期㯎は最長1年�か月です

が、介護ၱ業期㯎は�3日（⶝3か月）です。

介護に要する期㯎は数年という単႔になるこ

とが多いことから考えても、3か月は⩳いと

感じられるかもしれませんが、この3か月は

その職員が⧟ᷥ、介護をするというより、၃

事と介護を࿏立させるための準備期㯎と考え

ることができます。そのため、法人・事業所

としては、介護ၱ業後にどのようなệḖがで

きるのかも重要になってきます。

職員にとって介護をしながらの၃事となれ

ば、၃事に関する時㯎をᎆ分に確ᄂできず、

自分の職務を果たせないとᯢむこともあるか

もしれません。そのまま1人でᯢんで、㣅職

を決めてしまったのでは、法人・事業所にと

っても⤛手です。相談しやすいように、相談

Ⰵ口を作り、解決Ⲉがないか一緒に考えるな

どのᏯ組を検討しましょう。

⾼ሕや介護によって㲜職しなけれಓならないということは、 当の職員にとってᏘしいことです。 それと
同時に、 同ᆺの職員も、 自分も同じ立場になった時のことをᰗᆱして࿅ᢃになるかもしれません。 ま
た、 職場としても、 これまで␠㟯してきた職員がいなくなるのは⤟手です。 ᡘ供を⾼てながら、 ある
いは介護をしながら仕事を⸏けられるように、 職場として両立をịḚするᭊ要があります。
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 実践例

④⾼ሕၵ業に㯜㣧したᏳⷔの例
（1 ）ᢃᭈして休暇を取得できる環境の整備

ၱ業࿘のၐ‍要員について検討して、職

員が安心してၱめるようにします。また、

᝿៘࿘の働き方や出⢐・⾸ሑに関する相談

が気㠫にできる相談Ⰵ口を設⻯したり、ၱ

業経験のある職員とのᲩ談の機会を作った

りすると、ၱ業に対する࿁安解⑃に繋がり

ます。その၄、子⾸てệḖに関するၱ業や

ၱ῀制度などの理解をწ㣭する資料を㦥ᨉ

することもệḖになります。

（2 ）休⇁にಫる⩱㙮やᴬ㑸の㤀れ対策

職員は、ၱ業࿘は出⢐や⾸ሑに集࿘して

良いのですが、もし、本人から၃事につい

て学習したいという要†があれば、法人・

事業所のᏯ組として'9'や本を㛴し出すこ

となどもệḖになります。特に、ᬳ職ወも

しくはᬳ職⧟後は、၄の職員に対して後れ

をとったような気持ちになることもあるた

め、法人・事業所がᐔ⮿⪆ᄋに参加する機

会を作ることも考えられます。例えば、ᬳ

ᨡが㢦付いてきたら、法人・事業所内にお

いて実習やロールプレイを行って、၃事の

ጯをᏯり戻す機会を作ると、職場がᬳ職を

ệḖしていることが伝わります。

（3 ）ᬷ職のጰ≡၊け

法人・事業所の行事やイベントへᵦ待し

たり、⬨内報を送付したりすると、職場が

いつも㟽㢦にある気がします。また、ᬳ職

ወの面談を行うことで、ᬳ職へのハードル

を下げることができます。

（4 ）ᬷ職ᬣの体力⦕な㛥ᵕ対策

ᬳ職後は、当㗈の職員からᨍ†があれば

体力的な㛡担の少ない業務への⣏動を検討

するなども考えられます。また、ጐ働時㯎

の⩳⹶や多様な働き方に関する職員からの

相談を受けられるよう、相談を受けるⰅ口

を法人・事業所があらかじめ用意しておく

こともệḖになります。

⢤ᮎ職員の⾼ሕၵ業について࣍
⾸ሑ・介護ၱ業法には、「子が1⋽に㤉す

るまでの㯎（子が1⋽を㝔えてもၱ業が必要

と㗝められる一定の場合には、子が1⋽�か

月に㤉するまで）、⾸ሑၱ業をすることがで

きる」と定められています。

⢠ᮊの⾸ሑၱ業の特ᬽとしては、᜼៶でᏯ

ᬧすると、1⋽2か月までၱ業できます（パパ・

ママ⾸ၱプラス）。また、វの⢐ၱ࿘に᜼が

ၱ業した場合、᜼は2度目もᏯᬧできます。

㦥ᅱ者がᣟ業࿣៶でもၱ業できます。

⢠ᮊの⾸ሑၱ業のᏯᬧは、ᢥἳのⷒが深ま

るなどのᢥᩰ面でのメリット、そして、自分

の၃事を引き⸊౳際に整理できるなどの၃事

面でのメリットがあると言われています。法人・

事業所がệḖの意ᐞを示すことでᏯᬧのハー

ドルが下がります。

၃事と⾸ሑ・介護の࿏立ệḖについて、こ

れまでも職場で実施してきていることを整理

して、図表（�3㵐）のように、ệḖ内容を具

体的に記したᑔ知文書を作成します。その際、

ここに書かれたことは、法人・事業所が実施

するᏯ組として示すものになるため、ြ後の
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実現ᐆ⿧ᮊをきちんと⵱⃁し、担当者などの

実施体制が࿁ᎆ分であれば整えましょう。ြ

後、Ἔたに実施する࿏立ệḖのᏯ組があれば、

順次㣃加してᑔ知します。

࿏立ệḖは、職員によっては「自分には関

係ない」と感じる方もいるかもしれませんが、

このような書面をᐮめたᑔ知が行われると、

職場が࿏立ệḖに力を入れていることが職員

にもよく伝わります。また、ệḖのメニュー

をいくつか用意して、職員が†んでいること

にできるだけ合わせてệḖするᏯ組だと伝え

ることは、職員が職場に対する信㵽を高める

ことに繋がります。

職場からの࿏立ệḖを受けながら、၃事と

⾸ሑ・介護の࿏立をさらに高めていくための

方法は職場ሡ体で考えていく㗺㶅です。その

ためにもᑔ知が第一⋵になります。

࿏立ệḖは、職員の✛⏍により受けたいệ

Ḗは様々です。初期は誰に相談したら良いの

かも分からないかもしれないので、相談Ⰵ口

は明確に示しておきます。ၱ業࿘にはၱ業࿘

の࿁安があり、職場ᬳᨡが㢦付いてくればま

た違う࿁安も出てきます。職場からのệḖⲈ

については、⢐ወ⢐後ၱ῀のወ、⾸ሑၱ業࿘、

ᬳᨡ時・ᬳᨡ後と、その時々のệḖを分けて

示すと分かりやすくなります。Hello Kitty ( ハローキティ ) 基本デザイン 8　保育士⑧

※キャラクターを使用する場合､必ず商品化申請デザイン承認書にてラフスケッチと色校正の承認を必要とします。
※キャラクターを使用する印刷物は､全てこのマニュアルに準じてキャラクターのポーズ使用と色指定をおこないます。
※デザイン確認にはお時間をいただく場合があります。即時の対応ができないことをあらかじめご了承ください。

Hello Kitty ( ハローキティ ) 基本デザイン 3　保育士③

※キャラクターを使用する場合､必ず商品化申請デザイン承認書にてラフスケッチと色校正の承認を必要とします。
※キャラクターを使用する印刷物は､全てこのマニュアルに準じてキャラクターのポーズ使用と色指定をおこないます。
※デザイン確認にはお時間をいただく場合があります。即時の対応ができないことをあらかじめご了承ください。

Hello Kitty ( ハローキティ ) 基本デザイン 4　保育士④

※キャラクターを使用する場合､必ず商品化申請デザイン承認書にてラフスケッチと色校正の承認を必要とします。
※キャラクターを使用する印刷物は､全てこのマニュアルに準じてキャラクターのポーズ使用と色指定をおこないます。
※デザイン確認にはお時間をいただく場合があります。即時の対応ができないことをあらかじめご了承ください。
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・ この文書は、 職員全員に配布しましಪう。
・ 様々なịḚⲌがあるので、 場㳬に᭚じたịḚを検討、 実施しましಪう。

解 説
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● 図表 ：⾼ሕや၁㚁ಋ၇နの࿓ⰫịḚのᑘ⩱ἃ 例
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ᅪ᩹ⲻ⟨ 䈲ംഔೠル೹ル೚ᣠⲌᐲむ䈳
に㯜するᏳⷔを実施している13.

 本項目の意図
①ᅪ᩹ⲻ⟨の意⼚
職員がᅦ᩵で、長く働き⸋けられるように、

まずは職員のᅦ᩵✛᱖をᴮḋすることが求め

られます。職員の〦⤛問㶅やメンタル೹ルス

はᅦሡか、ストレスが多いとすれば何が誘ᗋ

となっているかなどを検㖠して、㑻⢌ឬ員会

などでよく話し合い、Ꮿ組を決定します。

もちರん、⤌気になることが㤪けられない

場合もあります。だからこそ、ᅦ᩵㖞断や検

㖞を受け、ὅ期発見・ὅ期⏈⥣によりᅦ᩵を

⸙持していくことが大切です。〦⤛などの

㟽体㛡ㆃを᳚ᱣして၃事することで、ᯣ化

や長期化をさせないよう、ὅめに྾ᐏに相談

して、྾手に現在の業務と付き合っていける

ようにする環境づくりを検討します。

②職場のጔ働ᢃሥ㑿⢐をỸ౫て、 ᭈ㠁࿓㳬
にಲたるᅪ᩹づくりのᏳⷔを
ᅦ᩵㖞断を実施し、事後ᷪ⻯までをフォ

ローすることで効果的な対Ⲉになります。

ᅦ᩵㖞断は、ጐ働安ሡ㑻⢌法などで実施が

⼖務付けられているものです。受㖞率100�

を㤉成しましょう。ただし、受㖞させること

が目的ではありません。ᅦ᩵㖞断の結果にᙺ

づき、事後ᷪ⻯を㙇ずることが大切です。ሽ

検⃁の必要ᮊが示された職員に対しては、職

員がきちんと受㖞するように職場からの働き

かけも大切です。㟽体の࿁㘂が明らかになれ

ば、職場の㦥ᱫ（担当する၃事内容について、

当面のᜠ など）について検討します。

③ംഔೠル೹ル೚に㯜するᏳⷔも㨁㔵
ጐ働安ሡ㑻⢌法により、ጐ働者が�0人以

྾いる法人・事業所では、⌿年䈷ᗉ、「スト

レスチೈック」をሡてのጐ働者に対して実施

することが⼖務付けられています。これは、

ጐ働者が自分のストレスの✛᱖を知ること

で、「うつ」などのメンタル೹ルス࿁㘂を‫

♎に㰚⋯するための၃組みです。

福祉職場は⵱⭂的にもストレスが掛かりや

すく、ストレスをためす౱ないように対ኁし

たり（相談Ⰵ口を複数設⻯、意見Ⲿを設⻯な

ど）、ストレスが高い✛᱖の場合はᎀ᨝の面

ᷥをწして、その後の対Ⲉを㙇じてもらった

り（ストレスが⍃㠯的高い職場の指導方法の

見⧟し、၃事の分担の見⧟しなど）、ハラス

メント⪆ᄋを実施したりするなど、対ⲈをᏯ

る必要があります。

法人 ・ 事業所はᅪ᩹ⲻ理に関するᏳⷔの実施が法ᬢで⼚務付けられています。 また、 本項目では
全ての法人 ・ 事業所に対して、 メンタル೹ルス対Ⲍも求めています。 職員の身体的 ・ ⵵⭆的なᅪ
᩹を⸝持することが大事なので、 効果的に実施することを目指して、 職員へのᑘ知やᅪ᩹㖢断ᬣの
フೊローもᭅᩤします。
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④ᅪ᩹ⲻ⟨に㯜する∈఩なᏳⷔ
● ᅪ᩹ⲻ⟨ಎ㯜すಮ∈఩಍Ᏻⷔ （例）

Ᏻⷔ ሻ᢬例

ᅪ᩹㖢断の促進 ・ ᅪ᩹㖢断の実施に加え、 法定外の検㖢を実施。
・ がん検㖢の受㖢を補ጌ。
・ 人間ドックのᄦ人㛥担を補ጌ。

特定뫄指導対㚼者の
ᴲḏ

・ 特定ᅪ᩹指導対㚼者について、 行動計画を立⃵、 実施。
・ ᎄᨡ、 ⧲護ᨡ、 뫄ᨡによる相㘋Ⰹ᏾を設置。

メンタル೹ルス࿅㘆対Ⲍ ・ 50 名 ⓦの法人 ・ 事業所においてもストレスೢೈックを実施。
・ メンタル೹ルス、 ストレスマネジメント、 アン್ーマネジメントの研修を実施。

インフル೉ン೗ထ㰞 ・ インフル೉ン೗ワクೢンのᷩ⯃料㨅を補ጌ。

〪⤟ထ㰞 ・ 〪⤟ထ㰞に関連した研修を実施。
・ 〪⤟ထ㰞体ẍを実施。
・ リフトやスライデೄング೽ードなどを導入、 ␠用。
・ ᨑ․者に〪⤟೺ルトのịⷮ。
・ パワースー೥の導入。

パワー೰ラスメント ・ セク
೘ഄル೰ラスメント対Ⲍ

・ パワー೰ラスメント ・ セク೘ഄル೰ラスメント相㘋Ⰹ᏾を設置。
・ 外部カೇンセラーが定期的に訪問。
・ ೰ラスメント研修の実施。
・ ೰ラスメント⭙⋳೾スターにより、 ịえ合う職場㶦土ồ㳲。

運動⶜クラ೷ịḚ ・ ␠用 ・ 職員の自࿧的なクラ೷の運営を補ጌ。
・ ス೾ー೥クラ೷の法人会員となり、 職員がᢃპでኴ用ᐊ。

・ インフル೉ン೗ထ㰞の㛻用㛥担も、 全㶊から一部まであります。
・ ,&7 （,QIRUPDWLRQ DQG &RPPXQLFDWLRQ 7HFKQRORJ\ ： 情報通信ᴬ㑸） の␠用や動作センサー

の導入などで業務の効率化が実現できれಓ、 職員の㛥担もᣱなくなるメリットがあります。

解 説

 実践例
ᅦ᩵ⲷ理の実施は、法ᬞ྾の⼖務というᶤ

え方もありますが、㟽体的あるいは⵱⭂的な

ストレスが掛かりやすいと言われる福祉職場

において、できるだけ職員にᅦሡに働いても

らい、良いパフォーマンスを示してもらうと

考えれば、よりⓢ㝦度の高いケアを提供する

ための対Ⲉとも考えられます。

つまり、ᅦ᩵ⲷ理は結果として、利用者の

ⓢ㝦度を高めることにも繋がるᏯ組と言えま

す。法人・事業所として積極的にᏯり組むこ

とが大切です。

なお、ᅦ᩵ⲷ理はᅦ᩵を⸙持するだけでな

く、〦⤛になってしまった場合など㟽体の࿁

㘂を考ᱫして、どのように働き方をᜠえるか

を検討しなければなりません。また、職員へ

の職場からの要求が᫛す౱ていた場合は、求

めるᙺ準を下げる、あるいは、⾸成等のサポ

ートを᫛化するなどの対Ⲉを考えます。ủえ

方、指示の出し方を見⧟すという対Ⲉも有効

かもしれません。このようなフォローに関す

ることがきちんと㙸㘕できて、実際に対応で

きることが大切です。
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（1 ）ᗝ表࿜ࣉの取組にಇいて

法人・事業所が職員のᅦ᩵ⲷ理を行うに

は、必要な情報が伝わる၃組みを整えます。

ᅦ᩵㖞断を確実に受㖞するように⌿年ᑔ知

したり、ᣬ㔺∴の事業所でも自࿣的にスト

レスチೈックを行って情報をᏩ集したり、

࿁ⓢや࿁㘂を㖚えられる相談Ⰵ口を設⻯し

たりと、その方法は様々あります。

（2 ）ᗝ表࿜࣊の取組にಇいて

ᎀ᨝や相談Ⰵ口が、職員からの㖚えを受

け⋯めます。また、相談Ⰵ口ではなく、⧟

ᷥ、法人・事業所に㖚えてくる場合もある

ので⏪意しましょう。

（3 ）ᗝ表࿜࣋の取組にಇいて

ᎀ᨝や相談Ⰵ口からの情報やアドバイス

をもとに、法人・事業所は対応を検討しま

しょう。

（4 ）ᗝ表࿜࣌の取組にಇいて

その対応はケースバイケースです。長時

㯎ጐ働の⣻ጐ、深ᜰጺ務の⣻ጐがᏅᗋであ

れば、対Ⲉは��㵐の項目11におけるᏯ組

と重なってきます。〦⤛、メンタル೹ルス、

ハラスメントなどであれば、職場の業務改

善、マ೮ジメントの改善の検討も必要でし

ょう。さらに、Ἷᬔ⤎、がんなどの問㶅を

ᵃえてしまった時は、⏈⥣と၃事の࿏立ệ

Ḗが必要です。いずれの場合も、どのよう

な対応を行ったのかを記録（㙸事録など）

に残しておきましょう。

（5 ）ᗝ表࿜࣍の取組にಇいて

メンタル೹ルス࿁㘂になってしまった職

員は、ᎀ᨝と相談をしながらệḖをしてい

くことが求められます。職員が「㣛ᨧጺ務」

「ᤄ業制㰭・㦥ᱫ」「ၱ業」のどの段㱚にあ

るのかは、しっかり相談をしましょう。こ

の内「ᤄ業制㰭・㦥ᱫ」の期㯎は、ᎀ学的

には概ಐ3か月とされています。長期㯎に

なると、⤌✛のᗉᬳを㣼らせたりすること

もあるので⏪意しましょう。

● ᅪ᩹ⲻ⟨ （メഔೠル೹ル೚ವᐲむ）ಎ㯜すಮ႞ኽづくり

ᅪ᩹㖢断やストレスೢೈック、職員アン೒ートなどの実施ࣉ

職場ᬷ帰ịḚなど࣍
（職員がၵ業から、ᤈ業ኽ㰱・配ᱯを経て、通常ጾ務ができるまでのịḚ）

職場⡏ᛌồᔀや職場への対᭚をᐲಣ配ᱯ࣌

報ᑋ・相㘋࣋ 㳬㘋・相㘋࣊
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